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図 -2　鞘管方式を適用した斜杭式ドルフィン（イメージ）
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写真 -1　実験状況（鞘管方式） 図 -14　荷重 - 変位関係の比較

鞘管方式を用いた斜杭式桟橋の杭頭接合に関する交番載荷実験
および解析的考察

Cyclic Loading Test and Analytical Study on Pile Head Connection of Raking 
Pile for Port Pier Using Sleeve Tube Type

池野 勝哉 1), 岩波 光保 2), 川端 雄一郎 3), 加藤 絵万 3)

Katsuya Ikeno 1), Mitsuyasu Iwanami 2), Yuichiro Kawabata 3) and Ema Kato 3)

要  旨
　著者らは、過去に直杭式桟橋のプレキャスト化に適し
た杭頭接合として鞘管方式を提案している。一方、桟橋
には水平剛性を高めた斜杭式も広く適用されているが、
鞘管方式を適用する場合には鋼管杭の斜角によって鞘管
径が大きくなるため、杭頭接合部の性能低下が懸念され
る。そこで、本研究では鞘管方式を適用した斜杭試験体
を用いて正負交番載荷実験を実施し、従来の現場打ちに
よるものと比較した。また、斜角をパラメータとした三
次元有限要素解析から鞘管内の充填コンクリートにおけ
る損傷を評価し、斜角による影響を考察した。その結果、
鞘管方式は斜角 10 度程度に適用できることを実験的に確
認し、解析から鞘管内の充填コンクリートの損傷を軽減
することで、更に大きな斜角に適用できる可能性を示し
た。
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図 -1　DS 継手の概要（イメージ）
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写真 -3　曲げ載荷実験の状況 図 -9　DS 継手の適用範囲の提案

ダブルスクエア継手を有する PCa 梁の曲げ載荷実験および
適用範囲の提案

Bending Load Test of Precast Beams Connected with DS Joints and Proposal 
for Its Scope of Application
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要  旨
　近年、建設現場の省力化を目的として、プレキャスト
部材（以下、PCa 梁）の適用が増えている。PCa 梁同士
の接合には、一般に鉄筋の重ね継手や機械式継手による
方法が広く用いられているが、港湾の桟橋上部工では波
浪による動揺下での接合になるため、鉄筋同士の接触損
傷や施工精度の観点から適用が容易ではない。著者らは
過去に、PCa 梁接合時の鉄筋干渉を回避できる継手構造
としてダブルスクエア継手（以下、DS 継手）を考案し、

継手のない RC 梁と同等の曲げ耐荷力を有していることを
確認している。本研究では、DS 継手の実用化に向けて、
梁断面の大きさやコ字筋とスクエア筋で形成される閉合
域の縦横比を変化させた曲げ載荷実験を行い、曲げ剛性
や耐荷力、ひび割れ性状、断面内のひずみ分布から DS 継
手のメカニズムを考察し、実用的な適用範囲について提
案する。
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